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植物体内のジャスモン酸は分裂が盛んな
部分や花芽において濃度が高いと言われ
ているが，トルコギキョウにおける内生
ジャスモン酸類の種類や分布については
明らかになっていない。今後，トルコギ
キョウの開花時の着色とジャスモン酸類
の関係を明らかにするため，内生のジャ
スモン酸類の分析を進める予定である。
トルコギキョウの蕾開花法の開発につい
ては，開花時の温度，光等の環境条件が
アントシアニンによる花色の濃淡に影響
を与えることから，さらに研究を進める
必要がある。
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　ヒユ科イノコヅチ属の多年草。本州以南の山野，路傍，藪な
どの日のあまり当たらないところに生えることからヒカゲイノ
コヅチともいう。これに対して日当たりの良いところに生える
ものをヒナタイノコヅチという。背丈 50cm ～ 1m。茎は四角
形で節がふくらむ。イノコヅチの名は，この節のふくらんだ太
い茎を「猪

い

の子
こ

」の脚の膝頭に見立てたものというが，まだ，
比較してみたことはない。
　日本在来で，万葉人たちも，野を走り回った後，裳裾に付着
するおびただしい数の砲弾型の果実に悩まされていたはずであ
る。それほどのイノコヅチであるが万葉集には出てこない。イ
ノコヅチが初めて記載されるのは平安時代に入ってから，漢方
としての「牛

ご し つ

膝」としてであった。
　目だった花を持たないイノコヅチである。近世までの歌人，
俳人には見向きされることはなく，イノコヅチが歌や俳句に詠

まれるようになるのは近代になってからであった。
　イノコヅチは秋の季語であり，近代以降，多くの句が詠まれ
ている。その中にこんな句があった。
　　背にとめて何のあかしのゐのこづち　　加藤楸邨
　一方，今を代表するシンガーソングライターの松任谷由実。
そのユーミンの「りんごの匂いと風の国」の中に，こんなくだ
りがある。「言えなかった想いを込めて口づけた『いのこずち』
をセーターに投げる」のである。『いのこずち』の 1 個の果実
を投げつけても，思うようには届かないかと思われるが，そこ
は口づけした『いのこずち』の 1 果実を，投げるといいなが
らそっとセーターの背中にとどめたのであろう。楸邨と言い，
ユーミンと言い，背中にとどめたイノコヅチにどんな思いを込
めたのであろうか。
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